
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「今、子ども達のために家庭から出来る事を」  

 

◆ 活動の目的・趣旨 

「学ぶ意欲の低下」「自尊感情の低下」「規範意識の低下」など、子ども 

達への課題は基本的生活習慣の乱れがその一因と言われている。 

その基本的生活習慣の基盤となる家庭教育を重視し、「今、子ども達の 

ために家庭から出来る事を」というスローガンのもと取り組んでいる。 

◆ 主な活動内容 

日程 ２月：実践報告会（２～３校）、取り組み事業説明、取り組みのまとめ（成果・課題）を全単Ｐ対象に行う。 

    ４～６月：「“新”家庭教育宣言」宣言校募集   ６月：県下６教育事務所にて説明会 

    ６月～翌１月：各単Ｐ取り組み            翌 1 月：各単Ｐ取り組み報告書、アンケート→県Ｐへ提出 

    1 月～：県Ｐ「家庭教育委員会」にて集計・まとめ→冊子作成 

活動の流れ ①各単Ｐで課題を出す ②ＰＴＡ総会等で保護者へ取り組み内容を周知する ③年に２～３回日程を 

         決めて取り組む ④集計、まとめをして次年度へ活かす。 

具体的な取り組み内容  ①単Ｐで決まった取り組み書式を各家庭へ配布 ②親子で取り組み内容の達成に向けて 

話し合う ③出来たら○、出来なかったら×など１週間ほど取り組む ④取り組みごとに各家庭で振り返りを

し、親子でそれぞれコメント記入 ⑤学校へ提出 

◆ 活動の成果と今後の展望 

“新”家庭教育宣言の取り組みは、今年で８年目を迎えます。その 

拡がりは年を追うごとに増え、24 年度は県下６５０校 ９５％の学校が 

取り組みを宣言されています。「早寝早起き朝ごはん」にこだわらず、 

「あいさつをする」等、家庭の中で親子で努力目標を話し合い、それが 

出来ても出来なくても振り返りをし、親子で一緒に出来た事を喜んだり、 

出来なかった事を励まし合ったり、反省し次へ繋げることが大切だと考えます。その中で、一番基本的な「早寝早起

き朝ごはん」に取り組んだ単Ｐがたいへん多くありました。その結果アンケートからは、親子で取り組むことで親子の会

話が増えた、親自身のあり方を考える機会になった等、家庭で規則正しい生活習慣を心がけ、家庭の中から見直す

きっかけとなった様子が伺えました。保護者も一緒にになって取り組む姿を見せることで、自尊感情の向上、規範意

識の向上等、この活動の目的が少しづつ達成出来ています。しかし、様々な事情から取り組めていない家庭をどのよ

うにフォローしていくかが今後の課題です。 

（　        　）年 出来たら　○ 、出来なかったら　×　をつけてください

○月○日から○月○日まで取り組みます。　○月○日までに、担任の先生に提出をお願いします。

記入例

○ ○

子供の感想 大人の感想

○

5

　　『勉強』や『お手伝い』の項目は、親子で話し合って書き込んでください。

○ ○ × ○ ○ × ○

○計

4

5

7

× ○

○

××

水

ゲームをしない

取り組んだ感想を書いてください

○ × ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ×

日

○

日土

○

○

火
１週間のめあて

曜日 木 金 月

取り組みテーマ： 『早寝・早起き・朝ごはん・ノーメディア』

項
　
目

早起き

（　　　）時（　　　）分までに起きる

朝ごはん

朝ごはんを食べる

早　寝

（　　　）時（　　　）分までに寝る

ノーメディア

（ ）学校PTA
“新”家庭教育宣言

 

 

 

 

 

□ 幼稚園 □保育所 ■小学校 ■中学校 □高等学校 □中等教育学校 ■特別支援学校 
□ 児童館 □公民館 □図書館 ■ＰＴＡ □子育て・教育支援団体、ＮＰＯ □企業・事業所 
□ 病院・保健所 □早寝早起き朝ごはん運動・家庭教育支援に関する実行委員会・協議会 
■ 行政（教育委員会）  □行政（保健・福祉部局） □行政（その他の部局       ） 

その他（                                     ） 

 

活動の名称 

団体等の名称 

活動に含まれる（連携している）団体等 

活動の概要 

”新”家庭教育宣言 

福岡県ＰＴＡ連合会 

 

- 43 -


